
 

 

中部イノベ―ション創出共同体 
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技術分野分類  5401：金属物性 

技術キーワード  K：表面・界面・粒界物性 

産 業 分 類  E-2４：金属製品製造業 
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概  要 

 

近年、レーザ装置の高出力化、高品質化、低コスト化が進んだことにより、様々

な加工分野でレーザ技術の適用が検討されている。鉄鋼や鋳鉄材料の耐摩耗

性、強度等を向上させる熱処理技術として焼入れという手法が存在するが、本

手法においてもレーザの適用が可能である（レーザ焼入れ）。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

レーザ焼入れは従来の焼入手法と比較して熱歪みが少ない、複雑形状への適用

が比較的容易、（基本的に自己冷却のため油等を使用せず）工程がクリーン、

レーザ装置１台で多品種への対応が可能といったメリットがある。 

本技術の 

有用性 

従来技術では困難な局部への焼入れや、熱歪みの減少による仕上げ工程の廃止

によるコスト削減等の面で有用性を発揮できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 各種鉄鋼、鋳鉄部材等 
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レーザによる表面焼入技術 

レーザ、熱処理、焼入れ 

レーザ焼入れ装置 
（図：豊電子工業提供） 

 

 

←レーザ焼入れ断面 
（S50C） 

 

レーザ焼入れ断面→ 
（FCD600 熱処理品） 

焼入硬化層 

焼入硬化層 


